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を輩出しているダイマ一系 (BEDT-TTF)zX (Xは 1価のアニオン)の物理について説明し

























































































プが開発した κ四(BEDT-TTFhCu[N(CNh]X (X =Br， Cl)という塩に抜かれることとなった [17]0








































BEDT-TTF塩 物性 Udimer Wantibond U/W 
s-(BEDT-TTF)zI3 超伝導体 0.48 0.59 0.81 
κー(BEDT-TTF)zCu(NCS)z 超伝導体 0.46 0.57 0.81 
κー(BEDT-TTF)zCu[N(CN)z]Br 超伝導体 0.49 0.55 0.89 
ル(BEDT-TTF)zCu[N(CN)z]Cl 絶縁体 0.51 0.56 0.91 









オンサイトクーロン斥力エネルギーは2量体においてのそれとなり、近似的にUdimer = 2tdimer 







では、いずれも 1に近く、 κー(BEDT-TTF)zCu[N(CN)z]Clでは、 l以下であるにもかかわらず、
物性は半導体となっている。これに関しては、バンド計算の精度の問題であると考えられている




























に対し、 W は大きく増加し、その結果、 UパVが減少すると考えられている。したがって、 UjW










らd[4，4]にかけて Mott絶縁化の徴候が見える。 d[4，4]体の NMR実験によれば、超伝導相と Mott














d[2.2] sal al 5.50K (G) 
0.73K1min (around 80K) ~ 
456 
H(T) 
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Field・inducedmagnatic insulating phase 
図 7:κ 型塩における超伝導-Mott絶縁相相境界近傍のゼロ磁場下と磁場中における相図(この
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図9: (左)グー (BEDT-TTFhIChの様々な圧力下での電気抵抗率の温度依存性. (中)8.2GPaに
おける転移温度 (onset)14.2Kの超伝導. (右)圧力温度相図. (この図の一部は、 H.Taniguchi et 


























W (eV) U (eV) U/W BF 九 (K)
κー(BEDT-TTFhCu(NC8h 0.57 0.46 0.81 0.50 10.4 
伶 (BEDT-TTFhCu[N(CNh]Br 0.55 0.49 0.89 0.50 11.8 
κー(BEDT-TTF)4Hg2.89Br8 0.26 0.465 1.79 0.45 4.3 






(a)(b)は面内の電気抵抗率であり、 (c)(d)は面閣の電気抵抗率である. (この図は、 H.Taniguchi 
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でフィットした(c)残留抵抗ρ。の圧力依存性. (この図の一部は、 H.Taniguchi et αl.， J. Phys. 
Soc. Jpn・76113709 (2007)[38]からの転載である.)
TSF)(I3)o.422ヲ (MDT-TSF)(Aub)o.436ヲ (MDT-ST)(I3)o.417，(MDS-ST)(AuI2)o.441と同定された





れらは、ロシアのLyubovskayaらによって 1980年代後半に合成された κー(BEDT-TTF)4Hg2.S9BrS 
(以下HgBr塩)[36]とκー(BEDT-TTF)4Hg2.7sC1s (以下 HgCl塩)[37]である。もし、 Hgの組成
が3ならばアニオン全体の価数は-2となり、バンド充填は前章の物質問様 1/2となるはずである


























図 12: Band filling-U /W相図 常圧超伝導体， κー(BEDT-TTFhCu(NCShヲ伶(BEDT-
TTFhCu[N(CN)z]Br，κ-(BEDT-TTF)4Hg2.S9BrSの相図上の配置を示した. さらに、今回行っ
た仲(BEDT-TTF)4Hg2.S9BrSの圧力効果の実験を概念的にしめした. (この図は、 H.Taniguchi 






































































スケー ルは、 2:1塩の比ではなく 00倍ぐらいの大きさ)、丸の大幅な上昇といった、夢物語も一
応、描くととができる。ただし、大きな Uに打ち勝つ十分大きな tを持つことが必要である。
他にも、最近、ダイマー構造を持たない系で、の超伝導も話題にあがっている。このときの超伝導
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